
自衛隊衛生の組織・能力等の概要

令和５年１０月

防 衛 省

第１回 有識者検討会資料

資料１



1

○ 自衛隊の任務遂行上、隊員及び部隊等の精強性を維持する観点から、
健康水準を最適に保つ必要があるため、自衛隊の衛生においては、以下
の任務を実施。

・ 平時にあっては、隊員等の診療、隊員の身体検査・健康診断・保健
指導・メンタルヘルスケア等を行うとともに、医薬品等の衛生資材の
補給、自衛隊病院等の医療施設の整備・維持・充実等を実施。

・ 災害派遣や事態対処時にあっては、医療の提供、医薬品等の衛生資
材の補給、傷病者の後送等を実施。加えて、国連平和維持活動（国連
ＰＫＯ）等においても、医療の提供等を実施。

○ 上記任務を実施するために、自衛隊の衛生組織として、内部部局に大
臣官房衛生監及び人事教育局衛生官を、統合幕僚監部に後方補給官（衛
生）を、陸上幕僚監部に衛生部を、海空幕僚監部に首席衛生官をそれぞ
れ配置。

また、自衛隊中央病院を始めとして全国１１カ所に自衛隊病院を、各
自衛隊の駐屯地・基地等に１９２カ所（令和５年４月１日時点）の医務
室を置き､医官等の衛生要員を配置。

自衛隊衛生の任務と組織
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仙台病院(150床)

札幌病院(200床)

H19.2保険医療機関化

呉病院（50床)

福岡病院(200床)

H18.10保険医療機関化

陸自

空自

防衛医科大学校病院（800床）

H26.4保険医療機関化

自衛隊中央病院 ＋１０地区病院
（＋防衛医科大学校病院）

第一種感染症指定医療機関

令和５年４月１日現在

第一種感染症指定医療機関

中央病院(500床)

H5.11保険医療機関化

入間病院（60床)

熊本病院(100床)
那覇病院(50床)

佐世保診療所(19床)

舞鶴診療所(19床)
大湊診療所(19床)

病院集約に伴い診療所に改編

（そのほか三沢病院、岐阜病院は医務室に改編、別府病院は廃院）

海自

陸自

陸自

横須賀病院(100床)

H11.1保険医療機関化

海自

陸自

富士病院(50床)

H12.4保険医療機関化

阪神病院(200床)

H23.4保険医療機関化

陸自
陸自

陸自

海自

陸自

海自

海自

S52.12保険医療機関として設置

自衛隊病院等の配置状況

Ｒ4.5保険医療機関化



令和5年３月３１日（単位：人）

医療資格 陸上自衛隊 海上自衛隊 航空自衛隊 合 計

医 師 ６５０ ２２０ １６０ １，０３０

歯 科 医 師 １２０ ４０ ４０ ２００

薬 剤 師 １６０ ６０ ５０ ２７０

看 護 師 １，１３０ ２３０ １７０ １，４３０

准 看 護 師 ２，１１０ ５６０ １３０ ２，８００

救急救命士 ５６０ ２３０ １４０ ９３０

臨床検査技師 ３２０ ８０ ４０ ４４０

診療放射線技師 ３２０ ７０ ４０ ４３０

※ 現員には技官も含む
※ 免許複数保有者は、主たる免許により分類
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自衛隊における医療従事者の現員（概数）



受傷から救護を受けるまで及び外傷のダメージコントロール手術を受けるまでの
時間を短縮するとともに、各段階における治療施設までの後送時間も短縮し、
真に救命率を上げること

受傷後１０分以内に救護が受けられる衛生支援態勢・体制の構築

１時間以内にダメージコントロール手術が受けられる衛生支援態勢・体制の構築

あらゆる後送手段を用いた迅速・確実な後送態勢・体制の構築

目 的

目 標

○ 治療・後送
○ 健康管理の衛生面での技術援助
○ 防疫の技術援助
○ 衛生資材、衛生装備品等の補給、整備及び回収

２ 機 能

○ 部隊の人的戦闘力を最大限に発揮できるよう以下について各部隊を支援すること
・ 傷病者を収容し、早期勤務復帰及び救命のための治療を実施
・ 隊員の健康を良好に維持するための衛生面での技術援助等を実施

１ 使 命

３ 救命ドクトリン
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陸上自衛隊の衛生の特性
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陸上自衛隊の衛生組織（１）
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：自衛隊病院 ×８

：方面衛生隊×５

：師団・旅団衛生隊等×１６

：対特殊武器衛生隊×１

【凡 例】

・ 野外手術システム
・ 野戦型救急車×４～１６
・ 航空後送器材（ＣＨ用）

方面衛生隊、師団・旅団衛生隊

・ 衛生検査ユニット

・ 隔離病室ユニット

対特殊武器衛生隊

：補給統制本部・補給処×６

医務室 １１８

健康管理室 ３１

医務室等の数

陸上自衛隊の衛生組織（２）



主な
衛生科部隊

第一線救護
衛生員等

師団・旅団
方面衛生隊

衛生小隊 衛生隊

任務・役割
○現場付近
（第一線）で
の応急処置

○連隊収容所の開設
○収容所での応急治療
及び後送

○師団等収容所の開設
○収容所での治療及び
後送

○野外病院を開設
○野外病院での治療（専門治
療）及び後送

医療従事者

○第一線救護
衛生員（准看
護師及び救急
救命士資格を
持つ者）

〇医師
○准看護師
○救急救命士

○医師
〇歯科医師
〇薬剤師
○看護師
○准看護師
○救急救命士
〇臨床検査技師
○診療放射線技師

○医師
〇歯科医師
〇薬剤師
○看護師
○准看護師
○救急救命士
〇臨床検査技師
○診療放射線技師

能力
○緊急救命行
為等を実施

○応急治療を実施
○応急治療及び初期外
科治療（ＤＣＳ手術を
含む）

○応急治療、初期外科治療、
一部の専門診療を実施

陸上自衛隊の衛生部隊等の能力

衛生能力・規模小 大

有事における衛生部隊等の展開（イメージ）
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陸上自衛隊の衛生部隊等の能力

主な
衛生科部隊

師団・旅団
方面衛生隊

衛生小隊／普通科連隊 衛生隊／後方支援連隊

主な医療用
資機材

滅菌・補給車手術車 手術準備車

【野外手術システム，師旅団用】【救護用医療のう】

【人工蘇生器，ポータブル】

【救急・治療セット】

【臨床検査セット】 【野外Ｘ線装置】

【野外手術システム，方面隊用】

【病室用具セット】

手術 手術準備 補給滅菌 周術

３コユニットで構成 ５コユニットで構成

患者監視モニタ
処置灯

ＡＥＤ手動式吸引器

患者監視モニタ

ＡＥＤ

人工呼吸器

輸液ポンプショックパンツ

迅速血液分析装置 ヘマトクリット
遠心器

採血用具 血液凝集反応判定器

【野外生命維持セット】
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参考資料
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○ 各自衛隊病院は、一般的な診療に加え、再圧タンクを有し、潜水病等用に高圧酸素
治療を提供。
○ 海自メディカルコントロール態勢を構築し、容易に後送できない洋上で、プロトコールに
沿った適切な医療を提供できる環境を整備。

４ 教育・研究

○ 衛生員教育は、後送の容易でない洋上での医療提供を念頭に実施。
○ 潜水医学実験隊を有し、潜水医学に関する調査研究、潜水員・潜水艦乗員の適性検査、
潜水医学の飽和潜水に関する教育訓練、潜水装備・潜水艦運用の安全性に関する調査研
究等を実施。

○ 艦艇乗員、潜水艦乗員、航空職域隊員、潜水員等、幅広い職域の隊員の治療及び健康
管理を適切に実施し、人的海上戦力の維持向上を図ること

○ 治療・後送
○ 健康管理
○ 防疫
○ 衛生資材、衛生装備品等の補給、整備及び回収
○ 潜水医学の調査及び研究

２ 機 能

１ 使 命

３ 診 療
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（参考）海上自衛隊の衛生の特性



防衛大臣

海上幕僚長 首席衛生官

海上幕僚監部 衛生企画室

自衛艦隊

横須賀地方隊 衛生隊 護衛艦隊

呉地方隊 衛生隊 航空集団 航空衛生隊

佐世保地方隊 衛生隊 潜水艦隊

舞鶴地方隊 衛生隊 掃海隊群

大湊地方隊 衛生隊 その他の部隊等

教育航空集団 航空衛生隊

練習艦隊

潜水医学実験隊

その他の部隊・機関等

横須賀病院

呉病院
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（参考）海上自衛隊の衛生組織①



大湊衛生隊

八戸航空衛生隊

館山航空衛生隊

下総航空衛生隊

硫黄島航空衛生隊

横須賀病院

横須賀衛生隊

潜水医学実験隊

厚木航空衛生隊
舞鶴衛生隊

小月航空衛生隊

佐世保衛生隊

大村航空衛生隊

鹿屋航空衛生隊

岩国航空衛生隊

徳島航空衛生隊

呉病院

呉衛生隊

第１術科学校衛生課

沖縄基地隊
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（参考）海上自衛隊の衛生組織②



同 型 艦 ２隻

排 水 量 19,950トン

全 長 248ｍ

※ 平成２６、２８年度就役

【医療設備】
医務室 １区画 （検査台兼作業台 ３台）
手術室 １区画 （患者処置台 １台）
集中治療室 １区画 （集中治療室の寝台数 １台（単寝台１台））
寝台数 ３５台 （病室の寝台数 ３５台（単寝台１１台、二段寝台１２台））

手術室 集中治療室 病室

護衛艦「いずも」型

【医療設備】
医務室 １区画 （診療台兼患者処理台 １台）
手術室 １区画 （患者処置台 １台）
集中治療室 １区画 （集中治療室の寝台数 １台（単寝台１台））
寝台数 ８台 （病室の寝台数 ８台（二段寝台４台））

同 型 艦 ３隻

排 水 量 8,900トン

全 長 178ｍ

※ 平成９、１３、１４年度就役

病室集中治療室手術室

輸送艦「おおすみ」型
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（参考）医療機能を有する主要な艦艇の例



（参考）航空自衛隊の衛生の特性

○ 航空医学機能を有する自衛隊入間病院を有し、患者空輸時の医療支援能力や操縦者等の
航空医学的管理を強化

○ 航空医学実験隊を有し、航空医学及び心理学上の各種調査研究、実用試験並びに航空機
への搭乗者に対し、飛行の人体に及ぼす影響及び高高度飛行に対処する方法を教育目的と
して航空生理訓練を行うとともに、他自衛隊、防衛装備庁等への航空医学に関する技術協力
を実施

○ 航空機動衛生隊を有し、固定翼機を用いた重症救急患者の長距離患者搬送における機上
医療を実施

○ 他の手段では搬送不可能な様々な重症の状態の患者を、機動衛生ユニットを用い、より安
全かつ適切に搬送

３ 航空医学

４ 機上医療

１ 使 命

○ 操縦士等、航空業務従事者の航空衛生管理を適切に実施するとともに、幅広い職域の隊
員の治療及び健康管理を適切に実施し、人的航空戦力の維持向上を図ること

○ 治療・後送
○ 健康管理の技術援助
○ 防疫の技術援助
○ 衛生資材、衛生装備品等の補給、整備及び改修
○ 航空医学の調査及び研究

２ 機 能
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（参考）航空自衛隊の衛生組織①

防衛大臣

航空総隊

医務官

方面隊

医務官

部隊等

衛生隊

航空支援集団

医務官

部隊等

衛生隊

空機衛隊

航空教育集団

医務官

部隊等

衛生隊・課

航空開発

実験集団
医務官

医実隊

第３部（診療所）

補給本部

医務官

部隊等

衛生課

その他の

部隊・機関

入間病院
衛生課

航空幕僚監部
首席衛生官

航空団の例 分屯基地の例
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（参考）航空自衛隊の衛生組織②

岐阜

那覇

小松

千歳

浜松

美保

病院×１
航空機動衛生隊×１
基地医務室×２２
分屯基地医務室×５
航空医学実験隊×１ 奥尻島

三沢

松島

襟裳

木更津

百里

目黒

横田 入間

熊谷

府中

静浜
小牧

奈良
防府北

防府南

見島

築城

芦屋

春日

新田原
下甑島

【凡 例】
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（参考）航空機動衛生隊の概要

Ｃ－２

Ｃｰ１３０Ｈ最大３名収容可能

部隊創設（平成18年）以来の功績から
総理大臣特別賞状を授与される。

（令和元年11月12日）

（2023.8.1現在）

省庁間協力による搬送：１件
災害派遣要請による搬送：５０件
人口呼吸器などの高度な医療機器を装
着した搬送が大半であり、患者年齢は幅
広い

機動衛生ユニット外観・内部 輸送機への搭載イメージ

活動実績

内閣総理大臣特別賞状

患者年齢

搬
送
人
数


